
萩藩校明倫館の跡地に建つ旧明倫小学校の木造校舎
を改築した、萩の観光起点。本館には、観光インフォ
メーションセンター、藩校明倫館・旧明倫小学校展示
室、ジオパークビジターセンター、お土産ショップ、レストランなどがそろう。２号館は、世
界文化遺産「明治日本の産業革命遺産」のビジターセンター、幕末ミュージアムがあります。
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※建物の完成は享保３年。

萩の城下町は橋本川と松本川に囲まれた三角州一帯に形成された城下
町です。慶長９年（1604）毛利輝元が築城するまでは、三角州の東北、
海辺の高所にわずかな集落と寺院があっただけで、その他はアシや竹木
の生い茂った湿地帯でした。三角州の北西にあたる指月山に城が築かれ
てからは、三角州の中でも堀内などの海抜が高い北側の土地には重臣の
屋敷や寺院、商家などが集められ、南側のやや高い土地は中下級武家地や
百姓地として利用され、そして江向などの海抜が低く、湿地の多い土地は
主に水田や蓮田、遊水池として活用されていました。

三角州の上に作られた萩の城下町は常に水害に悩まされてきました。
特に三角州内で最も海抜の低い江向では洪水のたびに浸水していました。
そのため、水害対策は萩藩にとって重要な課題でありました。
３代藩主毛利吉就
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の時代に、水はけをよくして農民や町人を浸水被害

から守るため、橋本川と松本川をつなぐ新堀川
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が開削されました。また６
代藩主毛利宗広
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は、水害対策と同時に防火用水や農業用水の確保、水運へ

の利用を目的として、松本川から萩城下へ水を引き入れる大溝
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を開削しました。
河川を整備する一方で、萩城下の水防体制や規則などの整備も行われ
ました。橋本川、松本川が氾濫した際の町人の出動体制を定め、洪水が起
きると各町がリレー形式で鐘を鳴らし、町ごとに目印となる「のぼり」や
「ちょうちん」を持ち場に立て、土手の決壊を防ぐため出動しました。ま
た、平時においても藍場川や新堀川をはじめとする水路を保全するため
に、水路の清掃やゴミの投棄を禁じる規則などが設けられました。
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住　所：萩市江向602番地　　電　話：0838-21-0304
時　間：9：00〜17：00（年中無休）　
料　金：本館無料、２号館　大人300円、高校生200円、小中学生100円

萩・明倫学舎

住　所：萩市江向552番地２　電　話：萩図書館 0838-25-6355　児童館 0838-25-1025
時　間：9：00〜21：00（12/28〜1/4は17：00閉館）　児童館 9：30〜21：00
休館日：図書館　２月の第１月曜から３日間休館（蔵書点検のため）

児童館　毎週火曜（夏休み中の火曜は開館）、12/28〜1/5、8/13〜16

萩あいぶらり
（萩市立萩図書館・児童館）
豊富な郷土・維新資料を軸に市民の暮らしに
役立つ図書館をめざし、喫茶・軽食コーナー
が設けられています。隣接して未来を担う子
どものための児童館があります。

公園内には軽スポーツも楽しめる芝生広場や
ジョギングコース、テニスコート、水の広
場、木製の遊具などが設けられています。

住　所：萩市江向552番地２
電　話：0838-25-3160（萩市都市計画課）
料　金：駐車場8：00〜18：00　普通自動車310円（※萩市民は無料）

中央公園

松下村塾の塾生で日本の造船業の近代化に貢献した渡
辺蒿蔵の居宅として建てられた明治中期の建物です。
住　所：萩市江向5番地
電　話：0838-25-3290（萩市まちじゅう博物館推進課：平日のみ）
時　間：9：00〜17：00（入館は16：30まで）（年中無休）
料　金：無料
休館日：毎週水曜日、年末年始（12/29〜1/3）

渡辺蒿蔵旧宅

浮世絵や東洋陶磁、近現代の陶芸・工芸作品、萩焼な
どを展示しています。
住　所：萩市平安古町586-1　 電　話：0838-24-2400
時　間：9：00〜17：00（入館は16：30）
料　金：普通展示　一般400円、学生250円

※特別展示は展覧会によって観覧料が異なります。
休館日：月曜日、年末年始、展示替え期間　※展覧会によって変更の場合あり

山口県立萩美術館・浦上記念館

江向地区にまつわるストーリー
三角州の上につくられた城下町

水とともに生きてきた町

萩藩５代藩主毛利吉元によって享保４年（1719）※に開設された藩
校明倫館は、130年後の嘉永２年（1849）に、江向の地に広大な規
模の新明倫館を新築して移されました。土地は広大ですが海抜の低
さからもともと湿地が多く田圃や遊水池として使われていたため、
周囲には新堀川へ繋がる溝が設けられ、敷地内の水はこの溝へ流さ
れていました。溝の石垣には水ヌキと呼ばれる排水溝の跡と思われ
る箇所が残っています。また、城下町絵図によると、明倫館の北東
の角だけが田地のままで整備されておらず、ここは大水の際に水を
逃がすための遊水池として利用されていたと思われます。

藩校明倫館と治水

７代藩主毛利重就
����
の代、明和３年（1766）に江向八町（八丁）に藩主の別邸南園御殿が設けられ

ました。後に敷地内に薬草を栽培する薬園が設けられ、幕末期には製薬所、医学所、舎密（せいみ）
局（理化学研究所）が置かれ、ガラスの製造や写真の撮影なども行われていました。
天保７年（1836）、萩開府以降最大規模の洪水である「申年の大水」によって萩城下の３分の２が

浸水、200名の死者が出ました。このとき、後に 13代藩主となる毛利敬親
����
はこの南園の別荘にいま

したが、河添の土手が決壊したため、瓦町の御客屋に避難しました。この経験から敬親はことのほか
治水に熱心に取り組み、後に姥倉
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運河の開削を行うことになりました。
明治の終わりには、南園の建物を一部利用して高等女学校が創設されました。

萩の近代化の一端を担った南園御殿

藩校明倫館の敷地内に設けられた水練池は藩政時代に遊泳術や水中騎馬の
練習場として使われていましたが、当時の絵図には「用水堀」と書かれていて、
池の北側には水を逃がすための水路（暗渠

����
）も造られていたらしく、水練のほ

かに水害対策の調整池としても使われていたのではと考えられています。
明治９年（1876）、新政府と対立した前原一誠が挙兵（萩の乱）し、明倫館
に武器を集めて拠点としましたが、味方に裏切られ火薬（煙硝

�����
）を全て水練池

に投げ入れられてしまいました。そのため、地元では水練池のことを「煙硝
�����

池
��
」

と呼んでいました。

多用途な水練池

南園跡のクロマツ

城下町絵図（萩博物館蔵）

藍場川

◀町印のぼりをモチー
フにした市民館大
ホールのどんちょう
（田中一光デザイン）

市役所ロビーに飾られ
た町印ちょうちん ▶

萩藩校明倫館（八江萩名所図画）
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三角州の中心部から南に位置する江向は、三角州の中でも周りに比
べて海抜が低いため湿地が多く、江戸時代、北は水田や蓮田、遊水池
として活用され、南は中下級の武家地となっていました。洪水のたび
に浸水するため、藩では水害対策として新堀川と藍場川を開削し、水
運や生活用水などにも利用してきました。
広大な低湿地には後に藩校明倫館が移転され、藩士の教育の中心とし
て機能します。また明治以降は主要な公共施設が集中することで近代化
の波を吸収し、結果的に城下町の姿を保存することにもつながりました。
まちの中を流れる大小いくつもの水路は治水や農業用水として人々の
生活を支えると同時に、カニや魚、鳥など様々な生き物の住処にもなっ
ています。
水とともに暮らしてきた萩城下町のへそを歩いてみませんか。

このマップは萩まちじゅう博物館の各エリアのおたからを紹介する
マップとしてシリーズで発行しています。詳しくは萩まちじゅう
博物館 おたからWEBサイトでチェック!!

www.city.hagi.lg.jp/site/machihaku/




